

































一九六〇年代初頭は、京都大学の落日の輝きではなかったでしょうか。西洋中世哲学の高田三郎、近世哲学 野田又夫、東洋史学の宮崎市定、中国文学の吉川幸次郎などの諸先生を思い浮かべます。宮崎先生はわたしにた へん親切にしてくださった先生で ある時 中国史をやらないか
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とすすめてくださいました。わたしの祖父は漢学者であったので、わたしは中国史にも興味はありましたが、 「わたしは田中美知太郎という先生がどのような人か知りたくて京都に来たので、申 訳ありませんが田中先生 下で学ばせていただきます」とのべて、お誘いを断りました。　
田中美知太郎先生の演習ですが、始めはヘラクレイトス
の断片を読むことになりまし 。古代ギリシア語を正確に読むために新入りを文字どおり「しご 」 、初心者にとってはたいへんな授業で た。 た、原典理解のために欧米の注釈書を参考 しますが、美知太郎先生は「外 の注釈書にも原文を読めていないものや誤りも散見する。ものをあまり信じてはいけ 」と注意され 演習では原文を正確に読む訓練 することに集中されてい そのうえで原文 対する「解釈」は各自「下宿でやれ いう教育方針 した。　
演習とは別に、田中美知太郎先生の講義にも出席しまし
た。その時に加来先生の存在を初めて知りま た。大山定一先生の『西東詩集』の授業 出席し いた時 ので、一九六一年とい ことになります 加来先生もわた 存在はご存知であったと推測します。加来先生もわたしも、美知太郎先生の講義が行われる、二階建て木造校舎の教室の、いつも決まって隅に座っていたので
　
加来先生の演習としては一九六三年の『ソピステース』
講読が最初でした。出席者はわたしを含めて三名。この演習ではテクストを読めるだけ読みすすむ、という方式（京大方式と呼ばれていました）ではなく、出席者ひとりひとりが訳をつけ、先生も訳され と記憶します。この方式はわたしにとって美知太郎先生の厳しいやり方よりもギリシア語読解の勉強に役立ちました。このほか、ブルーノ・スネルの『精神 発見』 、ドッズの『ギリシァ人と非理性』の原著も読んでいただきました。また、授業とは別に個人的に『ゴ ギアス』を一緒 読んでいただいたこ を思い出します。先生はすでに『ゴルギアス』 （一九六〇年）の翻訳・注釈書を完成させ岩波書店から出版されており、謙虚な先生にしては自負をもたれておられたように思います。この文章の最後に掲載し 写真は 九六四年の秋十一月ころ、演習の後に出席者三名と撮影 もの す。　
加来先生は一九六五年に弘前大学人文学部に助教授とし




会でもお会いする機会ができました。わたしも法政哲学会会員になりましたので。法政大学での加来先生について詳しいことは知 せん。ただ、先生が法政の先生方や学生さんたちに て 大切にされていることは感じていました。　
先生が東京に移られてから十年ばかり経ったころ、すで






























































ラトンの原典講読に参加していた学生たちの一人であり、以後、五〇余年友情を保ち続けている人のことである。彼は大学院の修士課程を終えると、さらりと定職もなく東京に戻り、ある文化団体の嘱託や社外校正者、やがて学術書の刊行で名の 出版社に正式に勤めてからは 『日本思想体系』 、 『プラトン
　
Ⅰ―Ⅳ』 （田中美知太郎著） 、 『パス
カル「パンセ」注解
　
Ⅰ―Ⅲ』 （前田陽一著） 、 『詩の心を


















して教室に入る。そして壇上に上がり教卓に立ったまま、学生たちに向かって、 「学友諸君！」と呼びか て、 「これからみなさんと一緒に哲学を ぶこと しま ょう」と語り始める。学生たちはこれまで大学の教授たちから「学友」などと呼びかけられたことはなかったから、一瞬戸惑い、違和感さえ覚えるが、Ｔ講師のこの一言で、それ で私語でガヤガヤしていた教室が わかに静まる。　
Ｔ講師はつづいて、 「哲学は驚くことから始まる」とい
うプラトンやアリストテレスの言葉を引きながら、その「驚く」というギリシア語を黒板に書き、これは「タウマゼイン」と発音するのだと教える。その後は、 の「驚くこと」が「知への愛（知りたい） 」を原義とする「哲学」とどう結びつくかを説明したのであろう。その き 「人は生まれつき知ること 欲する」というアリストテレス
50
『形而上学』冒頭の言葉も引いたのかもしれない。推測はしにくいが、四五分ほどはすぐに経つ。すると、Ｔ講師はここで一服しようと言って、五分間の「タバコ・タイム」をとる。これも異例のことだったが、学生たちも一息つくし、Ｔ講師自身も廊下に出てタバコを吸い、近くにい 学生たちに話しかけて一人ひとりとの交流をはかろうとする。まず、やったのは の名前をおぼえるこ であったようだ。　
後半の残り四〇分余の授業内容は何だったろうか。ある
いは、前半の話を承けて、古代ギリシアで哲学 いう学問がどこでどのようにして起り どんな発展を げたかの概略を述べたものだ かも れない。 かしそれは、エピソードや逸話をまじえての自由自在の話だったであろ 。これで初日の授業 終わるが、学生たちは何か心の安らぐ思いで、来週の金曜日を楽しみにしながら帰途についたようである。　
こうして第二回も第三回も�そして年間二〇回ほどの最
後の授業でも、毎回同じように、古代 けでなく中世や近世の哲学者の書物の中から二、 三の有名な語句や文章を引き出しては、それを話題の中心にしながら 自分 思いも込めて、やさしく丁寧な口調で語り聞かせるという、いわば「断章」風な形式の授業がなされたらしい。
　
しかしＴ講師の型破りな授業の最たるものは、年度末の






































年（昭和六〇年）十二月の翌月に「声」欄に掲載された。田中美知太郎先生は一九二八年（昭和三年）から一九四七年（同二二 まで法政大学文学部の兼任講師であったが、昭和二一年に桝田啓三郎先生が法政大学の文学部教授に就任を依頼しに田中美知太 の許を訪ねたときには「京都大学からの招聘に対して「受ける」返事をしてしま 」とのことであった（ 八一〔昭和五六〕年一月二四日、法政哲学会創立総会における桝田の講演より） 。投書の著者が田中美知太郎先生に車中で声をかけられたのは先生が京大に着任されてから二年後ということになる。加来 は田中博明氏にこの投書の著者を探して会ってみ いね、と生前に何度 話題されたという。 （編集部） 〕
